
� �

発展編では、少々クセのある書き順
の漢字を紹介します。すべてわかった
ら友達にでも自慢しましょう。

１．上から下へ、左から右へ
２．横を先に書く
３．中を先に書く
４．外側の囲いから書く
５．左はらいを先に書く
６．つらぬく線は最後に書く
７．「にょう」は後、「たれ」は先
８．上にも下にもつきぬけない縦線は、上の

部分・縦線・下の部分の順に書く 

９．横線が長く、左はらいの線が短
い字は、左はらいから書く 

10．横線が短く、左はらいの線が
長い字は、横線から書く 

～大原則～

書き順入門編

書き順発展編

大原則その９

大原則その10

大原則の例外 ～コラム～
いくら大原則とはい

え、例外は存在します。
大原則その２・その３・
その４・その６の例外
のうち、簡単なものを
右に掲載しました。こ
のような例外は他にも
たくさんあります。み
なさんも探してみてく
ださい。

「 右 」 や「 有 」 な ど は、
よく見ると横線の方が長く
なっています。この場合は、
左はらいを先に書きます。

その９に比べ、「左」な
どは、左はらいの方が長く
なっています。この場合は、
横線を先に書きます。

横を後に書く場合

囲みを閉じて終わる場合

つらぬく線を先に書く場合

中を後に書く場合

書き順１「何」
ウォーミングアップです。最

後の画を先に書いてしまう人が
いるようなのでご注意を。

書き順２「飛」
間違えやすい字として、有名

になった例です。真ん中の線の
書き順に用心しましょう。

書き順３「臣」
１画目が縦であることを間違

えやすいです。その後は、上か
ら順番に書けばいいだけです。

書き順４「淵」
意外と正確に書ける人が少な

い漢字です。最後の２画は非常
に間違えやすいのでご注意。

書き順５「昇」
簡単なように見えて、割と書

けない漢字です。６画目に横線
を書いてしまわないように。

書き順６「凸」
一般的な楷書では、縦線から

書き始めます。出典によっては
横線からと紹介されています。 書き順７「凹」

１画目が意外かもしれません。
「凹」も「凸」も５画であるこ

とを覚えておきましょう。

書き順８「卍」
６画です。難しいです。日常

生活において、使用することは
ないと思いますが……。

書き順は漢字だけにあるもので
はありません。例えばカタカナに
だって書き順はあります。カタカ
ナの中でも間違われやすい「ヲ」
の書き順、あなたはわかりますか。

11月に突入し、炬燵が欲し
い寒さになりました。

さて、今回の特集は「正しい
書き順」です。この記事を読ん
で「炬燵」を正しい書き順で書
けるようになりましょう。

� （水無月）

呼んでる…。沖縄が呼んでる…� （法・４　カンスケ）
⇒また沖縄!?　沖縄になにかあるんですか!?� （やばい。行きたくなってきた；編）

沖縄に行きたいです。� （工・４　グミ）
⇒……はぁ。� （行けばいいとおもいますよ；編）


